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曜器

わ
万
四
闘
は
抽
出
時
盤
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
自
然
災
擦
は
国
見
舞
わ
れ
や
す
い
璃
刷
機
に
宮
山
り
ま
す
。
問
問
涌
般
紙
笠
間
同
門
L
細
胞

掛
拾
い
日
午
楽
祭
綾
乃
泌
総
震
は
、
側
用
下
に
ふ
人
品
位
な
惜
配
置
百
を
あ
だ
ら
し
絞
レ
段
。
一
市
で
は
雨
宮
山
万
沖
抽
郎
総
の
経
時
融
緩
踏
ま

え
、
治
内
め
が
け
州
地
値
判
総
帥
刑
制
四
午
前
mw閥
均
践
し
、
獅
脱
脚
時
郊
の
安
全
臨
時
柑
問
料
品
ど
の
湘
硝
耶
昼
夜
祭
綴
。
ぎ
た
、
災
堅
持
の
術

開
問
へ
の
蛸
情
報
伝
滋
を
い
U
う
時
的
州
内
行
政
相
州
綴
〈
間
幽
定
型
〉

m
w設
備
に
尚
聞
け
て
、
現
仲
弘
司
鎗
牽
士
官
行
っ
て
い
ま
ぴ
。
し

か
し
、
柏
崎
綴
災
害
は
係
い
地
援
で
問
肱
時
打
L

発
伎
し
、
殺
だ
、
一
一
次
災
建
国
と
し
て
火
災
な
ぷ
か
被
害
を
お
ろ
に
大
祭

く
し
殺
す
。
こ
の
ご
と
か
ら
、
妨
災
対
策
の
か
な
め
慰
問
刊
と
い
っ
て
も
浴
渓
の
み
殺
到
}
ま
一
人
ひ
と
り
万
、
総
分

だ
ち
の
伎
品
師
、
自
分
絞
お
の
抽
問
時
棋
は
お
分
だ
ち
で
ゆ
る
い
と
い
う
箇
衛
綴
織
と
強
い
遼
綴
脚
部
ん
を
持
つ
と
い
だ
だ
く

こ
と
ガ
大
犯
で
ぴ
。
現
在
、
総
で
は
息
抜
約
災
蛸
組
織
の
慾
臨
時
開
開
成
官
官
緩
め
て
い
坤
執
す
が
、
ム
7
叫
艇
で
の
と
こ
ろ
市
内

守
4
8窃
治
会
の
内
、
刊
日
綿
織
の
綴
成
に
と
ど
絞
っ
て
い
ま
す
。
的
即
時
の
み
な
さ
ま
に
劇
学
時
防
災
組
織
の
必
委
絵

奪

」

緩

解

い

犯

だ

毅

一

日

も

慾

く

結

成

さ

れ

る

よ

う

あ

賄

側

い

し

ま

す

。

主

席

問

紘

制

緩

5

中
市
で
は
、

9
n
l
目
的
吋
防
災
の
釘
い

に
、
潟
、
開
市
民
約
係
機
関
臨
凶
器
開
問

が
一
体
と
な
っ
て
、
持
拡
A
n防
災
叩
訓
練
を

我
孫
子
綿
一
一
一
小
学
校
交
付
い
ま
す
。

午
的
制
訓
練
む
は
、
地
帯
闘
に
よ
り
市
内

各
地
で
欲
畿
の
凶
同
様
、
火
災
内
務
生
、

木
叫
城
、
電
気
、
常
語
、
カ
ス
な
ど
の
縫

訟
に
も
叫
協
議
が
発
生
ふ
と
い
う
怒
議
に
よ

り
‘
苔
際
的
地
慨
を
心
い
ま
す

B

ま
た
、
小
川
崎
E
辻
媛
中
滋
総
体
験
ハ
ウ

ネ
営
会
場
に
常
紋
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
絡
会
に
ぜ
ひ
一
山
眠
、
み
な
さ
ん
も

体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
白

ww
箆
時

Q
M
n
口
I
R
(
品
潟
、
午
前
回
時
か

マ
場
所
総
孫
子
第
ぷ
小
学
校

幽

V

側
副
総
内
務
依
州
靴
、
避
難
滋
捕
時
弔
救

援
物
交
翰
泳
、
鈴
木
、
必
殺
、
抽
出
火
、

官
単
純
・
が
ス
簿
険
料
紙
復
旧
制
同
線
ほ
か

つ
く
ろ
う
司
自

お
部
謀
、
め
が
衛

審

議

拒

め

庇

、
天
災
は
お
れ
た
開
明
日
い
や
勺
て
く
る
い

と
よ
〈
い
わ
れ
事
す
α

災
官
慨
は
い
つ
起

ニ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
災
被

に
機
、
久
地
域
紛
災
計
画
を
鴛
躍
し
‘

第
一
線
的
防
災
機
関
で
あ
る
消
件
問
者
絞

め
と
し
て
、
防
災
体
制
制
的
怒
備
や
仲
間
災

行
政
無
線
内
総
援
な
ど
に
よ
り
、
そ
の

機
航
時
の
強
化
に
絡
め
て
い
ま
サ
。

し
か
し
、
火
地
援
な
ど
の
発
生
に
よ

っ
て
淑
訟
の
不
明
端
、
叫
埠
路
町
同
開
淡
町
火

災
の
開
問
時
多
数
、
木
議
事
庁
ス
管
な
ど

斑
潟
闘
は
、
午
前
9
時
的
警
液
官
執
務
的

合
総
と
し
て
端
的
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
的

吹
鳴
及
が
半
縫
、
中
約
制
日
時
に
は
会
場

明
、
地
袋
一
発
生
的
合
問
と
し
て
サ
イ
レ
ン

内
吹
嶋
崎
合
れ
い
ま
す
仰
で
、
お
ま
b

之
の
な
い
よ
う
に
お
綴
い
し
ま
す

q

vm同
い
合
わ
せ
庶
務
議
時
間
災
係

抑制ヘ部
)
1
1
1
1市内線
2
1
7

勝
第
額
融
麟

的
破
壊
と
い
っ
た
~
慈
条
持
が
議
な
る
と
、
機
感
を
綾
小
脳
酬
に
食
い
止
め
る
に
は
.

滋
紡
機
燃
の
消
火
議
齢
制
や
数
山
山
・
数
叫
崎
市
燃
の
み
な
き
ま
の
凶
主
的
な
防
災
探

検
品
闘
は
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
熱
た
せ
胤
均
つ
ま
り
、
出
火
師
別
立
や
初
怒
消
火

2

な
く
な
り
、
被
災
地
め
す
べ
て
全
線
ヲ
被
災
殺
の
救
出
・
総
綴
、
遊
学
ご
い
つ

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
も
去
っ
え
ら
れ
ま
た
活
動
を
行
う
め
は
、
被
災
織
の
み
令

す

。

き

ま

の

ほ

か

に

は

な

い

の

で

す

。

こ
の
よ
τ

つ
令
市
中
絡
に
原
山
闘
し
た
と
き
、
い
〈
ら
防
災
後
四
閥
的
機
然
的
強
化
が

進
ん
だ
と
し
て
も
、
消
内
全
域
に
被
擦

を
及
ぼ
す
大
地
淡
町
主
つ
な
火
き
な
災

害
か
ら
身
を
守
り
齢
別
畿
を
守
っ
て
い
く

に
は
、
ふ
巾
尚
伐
の
み
な
さ
ま
…
人
ひ
と
り

が
時
帰
一
み
か
ら
災
篠
山
い
燃
え
て
十
分
な

心
機
え
と
単
機
を
し
て
お
く
m

}

と
が
、

符
よ
り
大
切
な
+
」
と
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
間
町
内
み
な
努
ま
が
、
向
日

治
会
な
ど
め
活
動
的
中
で
時
間
災
ね
つ
い

て
考
え
も
き
ら
に
出
国
主
的
じ
防
災
組
織

を
つ
く
る
必
婆
後
が
で
て
き
ま
す
。

出
国
主
防
災
M
綿
織
の
強
化
を
凶
っ
て
い

た
万
〈
た
め
、
世
巾
で
は
、
防
災
治
勲
に

必
要
な
資
総
村
町
助
統
合
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
ロ

な
お
‘
出
M

主
防
災
級
絡
を
結
成
し
よ

う
と
お
考
え
の
務
的
会
は
、
市
役
午
前
庶

務
課
総
域
内
係
官
(
路
)
1
1
1
ー
内
線
2

1
7
へ
お
問
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

め

よ

錯
鐘
づ
く
り

中
市
?
は
自
治
会
絡
を
母
体
と
し
た
ち

ゅ
自
主
防
税
制
組
織
。
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
組
織
づ
く
り
に
は
次
的
方
法

高齢竜童文指襲警

多薬会な舗し

V
円同時

9
u月
同
時
、
回
目
、
日
四
日
午

的
9
時

初

分

か

ら

関

v場
所

つ

つ

じ

務

凶

川

M

V
内
容
*
穣
覧
会
ハ
M
川口
i
同
日
v

島
田
恥

絵
一
閥
、
畿
道
、
移
点
、
生
花
、
や
災
、
制
酎
制

緩
致
、
俳
句
給
、
本
演
緩
ん
国
〈
話
臼
v

譜
際

舞
緑
、
附
町
議
、
数
州
側
州
内
予
防
州
為
抽
蹴
品
問
、
院
川

寸
制
問
抽
出
*
凶
暴
・
将
総
大
会
〈
同
日
v

夜

Fm

v対
象
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
及
び

ω歳
島

民

':) 

活
動
内
務
を
広
げ
主
党
袋
、

A
T悶
リ
協
会
は
あ
る
が
、
特
日

は
行
っ
て
い
な
い
鴻
A
W
-
-
自
治
合
仲
間
齢
制

約
一
僚
と
し
て
防
災
活
動
を
絞
り
入
札

る。中山
M
治
会
が
会
い
説
明
会
e
e

令
抽
地
域
内
中
で

}
出
動
し
ぞ
い
る
ク
ル

i
ブ
、
司
凶
体
的
総

し
ι
甘
い
の
場
者
殺

L
て
、
そ
れ
ら
の
組

織
を
母
体
と
し
た
協
議
防
災
組
織
そ
滋

鼎
糊
す
る

e

ま
だ
よ
り
王
紡
司
鋭
機
登
消
資
総
持

助
成
制
度
e

も
品
り
ま
す
め
で
、
こ
れ

ら
を
利
燃
し
、
一
口
口
も
山
町
中
〈
岳
、
来
絞
殺p

組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
@

主十反女十

以
上
丹
市
内
緩
徐
者

V
申
し
み
み
名
人
ク
ラ
ブ
会
良
川
M

A
W
W
判
に
串
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一

般
的
万
は
8
閥
均
日
山
口
口
(
ホ
'
必
着
)
ま

ぜ
に
ハ
方
今
で
品
開
孫
子
1
8
5
8
市

役
所
級
紙
緩
へ
申
L
H時J
ん
で
く
だ
h

沿

い
。
機
能
品
世
相
摘
を
お
送
り
し
ま
す
o

v問
い
合
わ
せ
が
掴
校
総

$E， 米軍機伎用の支払基185 

附
即
答
者
、
終
常
務
が
共
じ
ん
は
み
よ

2
2
0
0
河

い
社
会
づ
く
り
、
偏
向
ワ
く
り
を
白
い
撤
マ
申
し
み
み
・
隠
い
合
わ
せ
ハ
庁
々

し
て
の
吋
ひ
ま
わ
り
号

L

運
動
は
、
…
描

T
9丹
羽
田
(
本
、
必
議
)
ま
T
じ
、
嶋
崎
山

社
向
上
と
人
権
を
守
る
総
動
と
し
て
市
ド
詑
総
4
0
9
(
官
地
内
同
機
仲
間
内
」
H
V
ま

大
懇
く
広
が
り
、
全
日
凶
で
防
本
令
超
わ
り
サ
を
走
ら
ぽ
る
寸
ち
ば
い
災
民
口
議
員

え
る
「
H
V
ま
わ

η号
し
が
殺
人
￥
つ
k
r
f
v

会
宮
(
印
)
1
0
1
1
へ

て
い
ま
す
a

ぜ
か
J
参

加

〈

だ

き

い

の

軍

・

-
1

V
月
臼
ぬ
月
四
uu
〈日
)

J

い

d
ほ
h

v行
会

先

短

波

一

壁

一

民

族

博

物

品

路

面

窃

ふ

れ

(

佐

品

轄

地

〉

引

計

十

制

M
M

V

募集会
2

2

5

0

名

、

時

器

削
門
伴
議
{
添
付
峨
)
1
0
0
弘

、

ポ

ラ

ン

議

高

司

ノ

テ
ィ
ア
3
0
0
お

轍

鱗

i
u
r

v参
加
減
大
人
3
2
0
0
問

、

出

:

粍

鞭

輪

競

世
間
・
主
主
2
8
0
0
円

、

小

学

生

酔

霊

前

員定下
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下
水
滋
使
用
水
還
の
算
定
方
滋

①
市
営
水
滋
使
岡
市
の
総
合

従
来
と
お
り
、
水
道
使
増
水
後
が
下

水
滋
使
用
木
最
に
な
り
ま
す
。

め
井
戸
一
旗
使
用
の
場
合

ー
か
H

月
1
人
滋
た
り
6
立
方
げ
の
下

水
滋
使
附
用
水
最
と
み
な
と
、
そ
の
家
絞

め
構
成
人
数
分
が
下
水
滋
機
的
水
量
に

な
り
ま
す

6

弘
前
統
的

γ他
人
背
後
め
ゆ
沿

6
立

ηぃ
u
x
d
入
日
引
創
立
ん
だ
れ

ゆ
市
営
木
遂
と
弁
防
水
惜
練
馬
の
場
合

点
滅
後
総
本
最
に
綴
久
、
持
一
一
戸
水
八
百

は
③
め
露
後
方
法
に
よ
る
千
水
滋
愉
悦
悶
刷

水
品
障
の

2
分
的
ー
が
、
掛
品
開
市
の

F
水
滋

使
用
水
泳
に
を
り
ま
す

b

叫位品開問一

4
人
除
機
で
市
営
主
を

m

aお
い
ハ
と
対
戸
水
を
附
っ
た
埼
ム
口

さ
る
の
悶
殿
山
間
一
市
議
会
に
お
い
℃
、
下
水
議
録
州
問
の
一
銀
法
一
此
索
w
u
…
明
均
訳
さ
れ
、
九
割
回
附

1
8か
ら

下
水
遊
料
金
ガ
抽
出
開
花
お
れ
ま
す
@
合
畿
の
創
刊
金
改
定
同
跡
、
級
制
刊
弱
年
4
間
間
以
来
の
も
の
で
、
各
叡
附
臓

か
わ
隊
出
冬
れ
る
汚
ふ
A
m
w綴
仁
合
わ
せ
だ
段
鵬
抽
出
問
浴
料
金
体
識
に
し
だ
こ
と
な
ど
応
よ
り
、
一
般
家

桝
障
の
負
福
知
後
僻
鴨
川
淵
し
ぎ
し
だ
。
今
後
も
下
水
選
曲
事
轍
離
の
灘
鐙
に
つ
い
ず
減
、
際
政
の
陣
腿
金
wwお
よ
び

終
簿
樺
戸
田
理
事
業
の
育
児
問
慨
に
銘
力
い
た
し
法
移
の
で
、
副
刊
悶
刷
畿
の
み
な
さ
ん
の
ご
線
終
、
ご
協
力
中
常
務

綴
い
し
務
ザ
錨

H
下
総
滋
担
師
H

万
じ
ま
で
ザ
を
4
5
0
m門
か
ら
6
0
0

m
門
に
、
制
服
満
期
制
料
金
は
8
設
級
品
川
…
朴
帝
泳

段
階
的
な
お
附
用
者
間
目
見
抜

一
難
家
患
の
負
鞘
巻
軽
識

し
た
轄
金
時
開
議
に
改
定

ナ
ご
に
6
汁
1
R札
す
め
広
報
で
お
ん
加
し
ど
い
る
現
状
℃
す

φ

ら
せ
し
た
と
お
り
、
汚
水
を
酬
明
経
寸
る
そ
ニ
川
¥
今
日
出
内
料
金
成
海
で
は
、

た
め
の
総
設
的
批
大
や
汚
水
絞
め
険
加
汚
水
処
刑
鴇
柑
M
m
則的

y
ち
F
水
叫
域
紛
絞
め

ま
と
も
に
、
汚
水
強
烈
校
間
四
は
年
々
し
仁
川
柑
将
校
法
な
と
に
数
合
脳
出
必
要
な
…
絞

封
し
て
い
ま
字
。
こ
札
を
山
判
例
絞
め
布
告
務
柑
日
分
校
料
金
校
入
で
賄
え
る
よ
っ

か
ら
い
た
万
く
料
品
点
収
入
だ
け
で
は
時
下
本
改
料
金
を
投
獄
し
ま
し
た

a

い
さ
れ
ゲ
、
一
日
概
念
計
か
ら
の
多
料
な
ま
た
、
科
患
者
の
危
機
な
白
川
相
場
合

校
入
金
に
よ
っ
て
ト
水
一
喝
事
法
融
合
議
然
考
慮
し

2
か
月
内
総
本
初
門
会
(
凶
立

9

耳

目

自

ま

で

第763努

間h
世
一
枚
絡
め
γ
市
川
の
現
況
緩
め
受
付
去

れ
っ
て
い
ま
す
。
刑
判
榊
胤
W
問
養
千
当
を
比
百

け
と
い
る
い
々
へ
母
子
中
郡
山
時

ι

附
中
〉
は
、
次
の

と
お
り

1

出
川
議
扶
養
手
当
現
出
品
開
棚
…
を
徒
一

お
し
て
く
だ
き
い
α

ニ
均
四
掛
け
で
受
給

者
的
所
得
的
状
況
、
旧
ん
森
内
綴
柑
吋
状
況

を
縫
か
め
‘
。
。
パ
分
か
ら
の
子
会
的
交

給
者
決
定
し
ま
す
包

も
し
‘
挙
総
き
を
し
な
か
っ
た
地
合

は
、
川
引
き
絞
い
て
公
約
す
る
資
織
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
笥

wv
糊開閉

9
月日付川口
(
M
月
)
ま
で

軍
機
所
児
暴
弘
前
庭
判
部
氏
双
山
本
持
附

に

提

出

を

マ
持
参
す
る
串
の

ω、
燃
波
紋
一
記
手

当
期
制
混
同
鞠
」
的
別
紙
②
山
見
登
校
総
時
下

滋
絞
殺

φ
叩
銭
ゆ
品
川
続
雨
児
童
的
絡

す
る
官
僚
余
録
的
住
民
)
民
的
移
し
⑤

協
和
制
年
l
m
n
2
日
以
疑
に
市
内
に
総

人
し
て
き
た
方
は
、
務
総
所
地
か
ら
出
品

童
扶
養
苧
幾
削
川
「
平
成
一
五
掠
皮
分
昨
得

税
叫
開
設
L
bゑ
り
努
ぜ
添
付
し
て
く
ど

き
い
α

ま
た
、
谷
支
一
併
で
も
次
両
日
伐
を
議

談
後
品
目
を
行
い
ま
す
。

*
骨
骨
役
世
λ

叫m

g
月
却

H
(同
月
)
午
後
1

持
部
分
か
ら
4
時

本
湖
北
台
支
所

G
O

引
け
約
日
一
火
)
午
線

。
汐
時
か
ら
日
時
給
分

ネ
湖
北
交
筋

8
月
的
経
〈
六
)
午
後
1

時
却
分
か
ら
4
時

wv
開
削
い
合
わ
せ
削
部
俊
燃
や
日
曜
課

殺
し
い
下
水
滋
料
金
は
q
o
M
月
z
u
u
か

ら
に
な
り
ま
す
の
で
、
日
川
口
月
檎
針
水
『
成

分
か
ら
級
制
竹
余
で
算
出
さ
れ
ま
vq'o

制刊

附
刑
者
か
り
の
併
殺
説
同
校
は
、
ロ
践
的
日

終恥間体
W
ケ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

P

な
お
、
今
ぬ
聞
の
料
金
改
裁
で
は
下
水

対
鳩
山
間
山
川
本
誌
臓
の
附
沖
地
球
力
法
も
一
部
開
品
淡

し
、
攻
め
よ
う
に
な
り
ま
十
句

議3Zllil文化祭をII河3同文化的 R喪中心、にキ(J 週間lこれたっ

て11'います。ふるってか1弘をお寄そください。鴻め切')1ま 8)ヲ
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言語番号を現時犯してく t:!~ ~九なむ、 IHi' 会務的事1\会で主主主女i こ

なり次号事務め切ります。!土会数手干課ニ
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ま間認ゆ嬰愈』

{重うあなた1J'a.穣です

心
。
門
付
は
一
電
気
後
崎
宏
辛
一
月
凋
九
百
品

は
一
祝
日
汎
的
使
閣
や
取
り
扱
い
労
後
に
よ

る
毒
気
事
故
が
多
く
発
京
し
ま
す
。
議

8.F.1は電気使用安全月間

186 

日
試
を
安
全
に
後
胤
寸
る
た
め
、
次
の
こ

と
じ
止
慾
し
ま
し
ょ
う
u

@
議
電
波
脈
問
問
曜
と
ア

l
ス
を
付
け
て
、

縦
波
に
よ
る
的
地
緩
や
火
災
事
故
を
一
防
止

し
ま
L
ょ
3
*

@
事
故
め
も
占
に
な
る
タ
コ
見
隊
機
は
、

や
め
ま
し
ょ
う
a

a'
小
常
食
削
酬
に
N
H
T
t
し
い
ヒ

A
i丈
を
入

わ
札
ま
し
ょ
う
。

皐

w
議
人
工
事
は
危
険
で
ナ
。
絶
対
や
め

ま
し
ょ
、
え

な
お
、
電
気
設
機
円
安
全
吋
慨
深
や
滅

品
川
的
叩
止
し
い
縫
い
方
一
ゃ
に
つ
い
て
の
ご

相
談
は
〈
齢
期
〉
糊
聞
東
篭
気
保
安
協
会
業
義

務
幾
本
部
E
0
4
7
4
(
叫一
6
7
8
1

へ
ご
約
機
く
だ
さ
い
。
州
制
柑
械
は
い
桃
山
科
で

行
っ
て
い
ま
す
。

印
紙
に
な
る
と
成
人
と
し
て
多
〈
的

権
利
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
ま
た
問
問
時

に
総
務
も
諜
せ
ら
れ
ま
す

F

回
以
民
平
殺

に
加
入
す
る
ニ
と
も
そ
的
“
つ
マ
す
。

い
ま
、
松
た
ち
は
世
一
雰
で
一
同
時
緩
急

事
件
、
き
る
匿
に
住
ん
で
い
ま
す
。
官
官
ゑ

き
で
き
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
が
~
け
向
u
分
町
一
致
を
な
が

い
悶
闘
で
み
た
人
生
設
計
が
大
切
な
も
の

に
な
っ
て
丸
刈
げ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
伶

ぷ
叫
年
も
き
さ
的
ニ
と
な
ん
て
」
と

間
伊
つ
℃
し
よ
う
が
、
総
い
あ
な
た
も
必
修
生
年
金
な
ど
に
い
期
入
し
て
い
る
お

す
器
不
合
鴻
え
る
ヨ
が
き
ま
す

6

は
h

会
社
な
ど
で
い
胤
人
的
手
緩
き
を
し

長
い
一
生
の
あ
い
と
に
は
、

νし
ん
な
て
く
れ
ま
す
が
、
際
業
や
8
鷺
殺
な
ど

こ
と
が
待
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

G

的
方
は
、

8
分
で
苧
終
き
を
し
て
同
国
間
同

そ
ん
令
、
も
し
も
L

の
と
き
に
か
九
か
す
年
人
粛
に
制
服
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
、
同
氏
革
命
納
入
手
続
き
は
間
抑
制
開
年
金
諜
で
料
引
っ
て

で

す

。

い

ま

ず

。

湿
一
民
年
金
に
は
、
出
践
に
な
っ
た
方
一
は
、
山
間
間
同
年
余
に

加
入
し
て
大
人
的
仲
間
判
入
り
を
し
ま
し

す
。
〈
持
統
的
由
州
的
学
生
は
校
総
知
人
と

な
り
ま
す
…
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夏
均
一
夜
、
甲
車
を
の
も
と
で
綾
子
い
司
会
均
等
は
在
表
的
、
ど
お
り
で
す
ω

ス

ゥ
し
ょ
に
映
餅
岳
山
叫
し
ん
で
み
て
は
い
織
は
い
斡
均
一
一
家
談
、
友
漆
陶
土
お
誘

か

が

で

ナ

か

。

い

合

わ

せ

の

?

之

、

紛

か

の

良

い

会

均

市
青
山
ア
年
初
絞
災
連
絡
協
議
会
で
は
へ
ゆ
協
議
お
一
認
し
く
だ
さ
い

d

持
年
、
攻
仲
内
み
向
子
品
防
法
的
た
め
心
市
マ
上
映
税
制
問

mwリ
ト
ル
イ
ン
ヂ
ィ
ア

内
総
倒
的
映
削
開
会
を
一
付
っ
て
い
ま
す
主
ン
(
力
一
フ

i
ア
一
一
〆

Iν
ョ
ン
)
③
べ

今
年
L
8月
刊
臼
か
ら
刊
日
日
の
?
臼
隊
、
ン
ι主Pどい
γぷ…

f
そ
ス
{
カ
ラ

i
ア一工一メ

i
y

以
泌
刷
舟
い
帥
叫
『
線
蜘
今
を
匂
必
持
つ
て
主
み
な
き
ま
の
匁
y、
/
乙
)
吊
φWω伐
附
の
中
京
革
に
は
カ
パ
が
い
る

と噂之
÷}γ噌内

曹マv
上
映
帥
斡
吋
問
問
阿
午
拾
後
出
?
時
か
ら
9

時
(
蚤
野
外
め
れ
幻
~
的
数
特
令
を
込
伶
作
必
事
あ
哲
夜
し

て
〈
υ幻γに
匂
き
い
)

世v
問
い
合
わ
廿
社
会
教
嚇
吋
捕
時
育

b
J
専
問
山
部
(
部
J
i
1
5
1

身
体
に
際
災
ゃ
い
も
つ
人
は
と
か
ぐ
議
設
孫
L
ー
か
ら
全
凶
大
会
山
川
崎
は
は
じ
約
ま
な
か
っ
た
と
い
う
桶
阿
部
り
屋
τ

品
別
不
岐
に
な
り
が
ち
υ

そ
こ
で
、
以
て
て
。
し
か
L
2人
そ
ろ
っ
て
の
期
総
に
、
体
に
良
い
と
い
う
水
悼
む
絞
り
入
れ

は
何
時
年
、
体
力
的
維
持
・
劫
付
加
、
惜
総
事
傍
持
を
約
め
て
き
た
泌
総
ぷ
て
は
驚
る
な
ど
し
リ
ハ
ど
リ
に
約
み
、
階
段
昨

日
開
山
間
な
と
脅
目
的
に
、
身
体
即
時
潟
持
ス
い
て
い
る
吋
よ
り
下
り
と
機
械
附
に
多
少
め
不
安
を
党

ぷ
;
ソ
士
会
を
悶
い
て
い
る
吋
古
川
町
冬
ペ
は
二
時
的
、
ζ

き
脳
性
小
則
市
る
だ
け
に
ま
で
刷
出
損
得
今
は
、
学
絞
め

先
ご
ろ
同
太
合
同
カ
隊
出
世
さ
れ
‘
水
凶
科
部
と
診
断
活
れ
た

η

宇
ノ
ミ
之
、
と
も
不
除
問
上
誌
に
所
紙
上
梓
を
流
す
…
ぢ
ョ
泡

綴
拾
で
好
ど
れ
M
J
V」
マ
ー
ク
し
た
市
内
的
自
由
で
、
幼
時
刻
は
線
ぶ
な
ど
に
も
入
京
命
科
樹

m
t帰
山
も
し
て
は
ス
イ
ミ
ン
ク

ん
制
点
明
子
容
ん
と
城
町
市
f
J
ざ
ん
が
、
開
閉

a
時
話
機
的
批
山
間
授
に
削
苛
め
れ
~
川
尚
北
ク
ラ
ブ
に
明
朗
い
、
小
さ
い
附
引
か
み
片
山
昨
季

摘
出
向
念
川
川
身
体
符

h

札口許スいれ

y
太
台
市
早
小
に
は
ま
だ
ぶ
い
宇
き
の
吠
怖
い
で
だ
っ
な
ス
ポ
;
ソ
合
一
機
抑
制
し
て
い
る
a

人
山
内
郎
代
長
場
予
お
人
に
市
鳩
山
川
れ
た
し
か
し
ゃ
伎
は
ほ
と
ん
ど
休
日
哉
の
と
き
め
左
大
総
鋭
的
挨
病
で

(3) 19自9.8. 16 

ぢ
づ
く
り

布
保
町
削
減
隙
セ
ン
タ
!
を
終
点
じ
ま

ち
つ
〈
り
の
活
動
を
一
り
う
て
い
る
布
佐

潟
地
阪
ま
ち
づ
〈
り
協
組
織
会
が
、
仙
瑚
凶
胤

仲
防
災
の
よ
り
一
緩
め
交
流
を
品
開
…
る
た
め

8
H
月
間
山
日
〈
土
)
・
訂
M
M
(

門
口
」
の
開
問
、

ぷ惜
4
附附
L
A

れ
あ
い
め
緩
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
マ
ふ
れ
あ
い

の
築
い
い
は
詞
協
綴
訟
の

般
大
的
行
事
総
今
年
は
、

会
悦
怖
を
間
開
設
館
市
役
分
餓

北
側
閥
的
広
場
に
H
W
し
も
設

締
り
め
や
ぞ
ら
も
紋
紫
、

ス
ケ
i
ん
を
ア
ソ
プ
。
繰
り

の
n
輪
u

が
、
そ
し
て
ス
イ
カ
綴

り
、
韓
品
目
げ
、
議
鉄
山
閥
、
余
り
も
の

コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
内
情
な
ど
絞
り
だ
く
さ

ん
円
ア
ト
ラ
ク
ン
ョ
ン
が
み
を
さ
ま
内

お
絡
し
を
お
待
ち

L
て
い
ま
す
匂

マ
問
い
合
わ
せ
お
依
潟
地
口
止
ま
ら
づ

く
リ
協
議
会
宮
川
山
間
)
3
7
4
0

ゲ
ー
ト
ボ
i
ル
掴
輔
が
オ
!
ブ
ン

常
叩
依
ふ
一
用
返
隣
セ
ン
タ
ー
〈
W

ナ和'一口
4

総
会
「
内
向
セ
ン
タ
ー
内

J

宮
門
的
〉
3
7
4

の
1
的
知
)
に
ζ

的
は
ど
、
み
な
冬
ま
0
で
後
け
付
け
ま
す
。
利
用
時
間
川
は
午

か
ら
の
要
濯
の
宵
向
か
っ
た
ゲ
ー
ト
ポ
!
隣
9
時
か
ら
午
後
5
持
。
悦
朗
料
は
1

ル
場
が
問
診
し
ま
し
た
a

時
間
お
り

l
o
o
m門
で
す
。

税
務
申
し
込
み
は
、
使
協
榊
臼
の
さ
か
す
で
に
あ
ゐ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
も
ど

塁
間
か
ら
事
佐
街
地
ぱ
ま
ち
づ
く
り
協
も
ー
ふ
る
っ
て
ご
利
附
明
く
だ
さ
い
弘

下
殺
に
隊
一
昔
「
を
も
っ
総
凶
さ
ん
は
哨

体
力
づ
く
り
の
た
め
に
‘
マ
ギ
』
一
間
か

ら
本
持
参
議
け
て
い
る
硲

決
し
て
火
会
や
記
録
を
隊
総
と
し

て
い
な
い

b

が
、
山
刷
機
が
決
ま
り
、

制
仰
い
キ
ソ
ク
を
補
う
た
め
、
千
円
径

き
金
持
明
く
、
大
枝
、
く
す
る
こ
と
に
取

り
緩
む
。

「
友
人
と
泳
い
で
い
る
と
、
と
て
も

楽
し
い
“
昨
年
は
ス
キ
ー
を
始
め
、

ニ
札
か
ら
は
テ
ぷ
ス
も
し
て
み
た
い
」

と
討
を
摺
聞
か
し
た
句

味
料
留
さ
ん
は
戦
倣
椋
療
の
郎
守
、

訪
U
的
目
的
制
叩
と
由
時
九
校
げ
に
宮
地
mm

さ
ん
は

F
絞
桝
州
議
の
お
で
ー
妨
げ
U

自

由
形
と
ソ
ヌ
ト
ポ

1NW投
げ
に
閥
均

す
る
。
大
会
は
北
権
活
札
州
制
浴
で
9

H
月
泊
日
い
い
側
内
詠
っ
立
時
間
に
わ
た
り
、

余
力
的
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

記
給

蝿長島

戦
没
者
等
丹
波
祉
税
に
対
す
る
絡
的
判
弔
次
的
縦
序
に
絞
っ
て
殺
も
滅
的
胤
か
先
の

怒
金
的
支
給
制
制
度
は
、
抑
制
和
柏
年
じ
抑
制
叩
人
℃
す
ひ

E
、
平
成
泌
年
4
n月
1
日
ま

料
僻
さ
れ
た
判
明
躍
で
、
戦
没
話
線
的
遺
挨
?
に
市
総
会
(
滋
臥
耐
同
時
半
川
間
数
〕
を
受
け

に
叫
刊
し
、
附
閣
と
し
て
品
ら
止
め
て
弔
附
い
た
人
立
、
戦
没
者
勺
ナ

3
、
戦
没
混
と

的
絃
を
表
す
る
た
め
め
も
の
で
す

U

ゑ
品
川
を
就
(
に
し
て
い
た
mw父
母
、
③
係
、

先
二
ゐ
ふ
的
続
攻
内
政
改
が
行
わ
れ
、
③
叩
悦
父
胤
州
、
③
ロ
ん
綿
綿
株
(
婚
約
、
縦
知
子

阪
和
初
年
4
H丹
E
H
か
ら
平
成
一
部
年
3

持
組
に
よ
り
事
成
一
克
年
4
n
I
日
夜
長

月
日
付
討
議
で
に
、
公
務
純
明
跨
科
、
波
紋
氏
が
変
わ
っ
て
い
ゐ
人
は
該
議

L
ま
せ
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!第4器畏事介入議定額競i
砂B善寺 9，号9BC二土〉午後守務30

分から4善寺〈無事斗〉

炉事喜談長遺 棄5霊祭力団l!x!籍;宣言語段、
弁護コ仁

砂話語丹時 喜蕗守会場..ぷ葉市総千葉

1お守の 1 JR不要雲駅ノベソ

ヱホル。索書総持活mf5

2020転商工会主窓会主義綴

惨爾いさわtt 察警警察本部長霊童益誘

霊友設整制ω72(25)以

窃
てフヨ李主窓生日i1B'つtJ(こうの会緩怒ら

陸軍総マザーズホ ムfひまねり箇J

17ヨf1lG.l害事{すと社主主総数祭主菱

重宝1こi3W手の寝審議費tJありさましだ。
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